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成績評価の方法と基準

試験

教科書と参考図書

S=90-100 A=80-89 B=70-79 C=60-6 9D=59-0　S:Sのレポートは、詳細に課題を探究し、
着手すべきテーマの問題点およびその複雑さに十分に注意を払っている。

評価の領域 評価の基準

授業参加態度
以下の事柄によって判断される。授業で使われる教材を準備して臨んでいる。出された
課題を準備して授業に臨んでいる。授業に集中し、必要なことはきちんとノートにと
る。分かりにくい点があれば積極的に質問する。

目的意識をもって、意欲的、積極的に授業に臨むこと。

発表内容（態度含む）
評価の観点は次のとおりである。(1)知識・理解(2)思考・探究力(3)コミュニケーション
能力(4)視覚資料の使用(5)発表態度　評価の基準の詳細については、授業中に指示。

その他

「教育実習の手引き」佐野短期大学 必要に応じて随時授業内にて指示。

  〈実 習〉

　〈事後指導〉
　　　1.実習の感想・意見発表

　　　2.実習の反省と今後の研究課題１

佐野短期大学シラバス2014

単位数 履修上の制限

1単位 選択 栄養士養成教職課程履修者限定

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

福祉棟２階研
究室

授業中に指示します

Course　Name

学習の成果（学習成果）

授業のスケジュールと内容

栄養士資格取得に必要な科目ならびに栄養教諭２種免許取得に必要な科目。

教育実習に臨むにあたって、栄養教諭として必要な教職に関する知識・技術の習得、および食と栄養の専門家としての基本的
事項の理解と技術的事項を再確認する。また、栄養教育実習についての理解を深め、実習の目的や内容に習熟するとともに、
指導案や実習日誌の書き方について学ぶ。実習終了後には、全体反省会や個別指導を通じて実習の成果を検証するとともにこ
れからの課題を確かめる。

講義を交えた演習を中心とする。学生自らが課題をもち、その課題に向かって取り組んでいく。学生の疑問に対し、随時対応
した授業内容とする。

氏名

授業の目標

授業の概要

授業の形態

演習

栄養教諭論、栄養教育実習

髙　木　道　代

①教育実習の内容について理解を深め、その実践力を培うことができるようにし、同時に自己の課題を見出せるようにする。
②教育実習の際の生徒指導ができるようにし、同時に自己の課題を見出せるようにする。
③教育実習を反省して、自己の課題を見つけられるようにする。

授業の方法

①教育実習の準備（学習指導と生徒指導の準備）ができ実践することができる。
②教育実習を反省して課題を見つけ改善することができる。

栄養教育実習事前事後指導
1年・2年 通年

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講しておくことが望まれる科目

開講年次 開講学期

　〈事前指導〉
　　　1.教職の専門性・教育実習の意義
　

　　　2.教育実習の形態・方法・内容
　

　　　3.問題の理解と指導
　

　　　4.児童・生徒の心理と指導
　

　　　5.教育の評価

　　　6.食に関する指導の実際

　　　7.教育実習上の留意点（2年次の指導）

　　　8.教育課程の編成、栄養教育の編成と指導計画

　　　9.指導案の作成・模擬指導１

　　　10.指導案の作成・模擬授業２

　　　11.食育の現状と課題

　　　12.教育実習直前指導（実習の心構え）

　

曜日・時限

別途、時間割参照

オフィスアワー

火・水・木・金曜日 9：00～16：00
（授業時間を除く）

（教職課程必修：栄養教諭２種免許）

授業の性格

担当者に関する情報

科目名




